
 
ニュースレポート 

令和 ８年 ４月２３日 

赤穂駅周辺整備株式会社 

   

タイトル 映画「骨なし灯籠」プラット赤穂シネマでの上映について 

 

行事・事業名 映画「骨なし灯籠」プラット赤穂シネマでの上映について 

日  時 令和８年５月１５日（金）～２１日（木）（１４時頃から） 

場所・住所 プラット赤穂シネマ 

趣旨・目的（ＰＲしたいこと） 

 

１ 同映画の上映：上記日時のとおり 

２ 映画監督等の舞台挨拶等 

５月１６日（土）、木庭映画監督の舞台挨拶等があります。 

⑴ 舞台挨拶、灯籠踊りの披露（映画上映後にスクリーン前で実施） 

   時間：１回目 １１時頃～ ２回目 １４時頃～ 

   ※映画をご覧になった方が対象。 

⑵ 木庭監督のサイン会（映画館入口付近） 

   時間：舞台挨拶等終了後 

⑶ 山鹿市観光課による物販販売（映画館入口付近） 

山鹿銘菓「塩釜」・「灯籠もなか」などの販売 

３ 映画料金は以下のとおり（令和８年５月１日以降） 

通常料金 一般 2,000 円、大学生 1,500 円、高校生・中学・小学・小人 1,000 円 

割引料金 シニア(60 歳以上）・ファーストデイ・水曜サービスデイ・陣たくんデイ 1,300 円、 

夫婦 50 割引 2,800 円、障がい者割引 1,100 円、イブニングショ―1,500 円、 

パーキング割引 1,600 円 

 

なお、全国共通特別鑑賞券（前売券）もプラット赤穂シネマにて、１,５００円で販売

しています。 

 

その他、キネマ画「忠臣蔵」展もプラット赤穂２階ギャラリーにて実施します。 

期間：令和８年５月１日（金）～２１日（木） 

内容：約１００年前、現在の山鹿市に住んでいた少年が、映画「忠臣蔵」を観て、そ 

の記憶を頼りにペン画で映画を再現した作品。 

問い合わせ先 

部課係名：赤穂駅周辺整備株式会社 赤穂市加里屋 290-10 

担当者名：田渕  https://www.plat-ako.com/ 

電 話：0791－45－7400 F A X：0791－45－7401 

〇添付資料（有・無） ○ホームページへの掲載（有・無）  

プラット赤穂 



 

映画「骨なし灯籠」木庭監督の市長表敬訪問について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１５日（金）からの映画「骨なし灯籠」の上映に当たり、木庭
こ ば

撫子
なでしこ

映画監督、 

木庭
こ ば

民夫
た み お

映画プロデューサーが市長を表敬訪問しました。 （４月２１日 市役所） 

 

 ５月１６日（土）には、木庭映画監督による舞台挨拶、灯籠娘による山鹿灯籠踊りの 

 

披露、山鹿市観光課による物販販売などがあります。 

 

 実施内容については以下のとおり。 

 

 １ 舞台挨拶、灯籠踊りの披露（映画上映後にスクリーン前で実施） 

   時間：１回目 １１時頃～ ２回目 １４時頃～ 

   ※映画をご覧になった方が対象。 

 

２ 木庭監督のサイン会（映画館入口付近） 

   時間：舞台挨拶等終了後 

 

３ 山鹿市観光課による物販販売（映画館入口付近） 

山鹿銘菓「塩釜」・「灯籠もなか」などの販売 

 

 

 



PRESS RELEASE 2026 年４月 15 日 

熊本やまが映画プロジェクト 

赤穂市と山鹿市の姉妹都市締結から２４年。赤穂義士討ち入りから３２４年。 

赤穂義士１７名の遺髪が葬られている山鹿市で 

オールロケの映画「骨なし灯籠」を、赤穂市で上映！！ 
 

〈映画「骨なし灯籠」脚本・監督の木庭撫子が牟礼赤穂市長を表敬訪問〉 

映画「骨なし灯籠」脚本・監督の木庭撫子が、牟礼赤穂市長を表敬訪問いたします。 

   日時：2026 年４月 21 日（火）11 時 30 分  場所：赤穂市役所 市長室 

〈映画「骨なし灯籠」赤穂市での上映スケジュール〉 

【上映日時】  2026（令和８）年５月 15 日（金）～21 日（木） 

【上映場所】 プラット赤穂シネマ（兵庫県赤穂市加里屋 290‐10） 

【上映作品】 「骨なし灯籠」（１時間 48 分） 企画・製作・配給 熊本やまが映画プロジェクト      

【舞台挨拶】 ５月 16 日（土）１日２回実施にて検討中（時間未定） 

上映後、「山鹿灯籠踊り」を披露。 

脚本・監督 木庭撫子の舞台挨拶あり。 

〈キネマ画「忠臣蔵」展、山鹿市物産展を同時開催〉 

  キネマ画「忠臣蔵」展    

   約 100 年前に映画かれたキネマ画「忠臣蔵」を特別展示。 

    開催場所 ： プラット赤穂シネマ  

劇場側廊下のギャラリースペース 

    開催期間 ： ５月１日（金）～２１日（木） 

     山鹿の『塩釜』～物産販売（５／１６(土)限定） 

       山鹿の銘菓「燈籠もなか」と人気商品「塩釜」（赤穂市産の塩を２０年以上使用／西益屋）を 

販売するほか、山鹿市観光課より、山鹿の物産販売を開催いたします。 

    開催場所 ： プラット赤穂シネマ 映画「骨なし灯籠」上映劇場前 

    開催期間 ： ５月１６日（土） 

 

 

 

 



 

〈赤穂市と山鹿市の友好関係について〉 

元禄 15 年（1702 年）12 月 14 日に起きた赤穂浪士討ち入り事件。本懐を遂げた赤穂義士四十七士 

のうち、大石内蔵助良雄を始めとする十七士を、切腹するまでの 50 日間、肥後・細川家は、藩主と 

同じ食事を用意し、書物、眼鏡、こたつ、風呂などのあらゆる待遇でもてなした。接待役の一人の 

堀内伝右衛門は、切腹の日が近づくと、願い出て、遺髪をもらいうけることになった。遺髪は山鹿 

の日輪寺に葬られ、毎年２月４日の義士命日には遺髪道前で慰霊祭が行われている（義士まつり）。 

この歴史を受け、赤穂市と山鹿市は、平成 14（2002）年に姉妹都市となり、友好関係にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                              

また、約 100 年前、山鹿市で当時 15 歳だった少年・芹川文彰（せりかわ・ふみあき）は、 

無声映画「 （実））忠臣蔵」を観て、ペンや筆で約 500 枚の「キネマ画」を描いた。 

 

※劇場側の廊下で、ギャラリー展示します（５月１日～上映終了まで） 

   

〈映画「骨なし灯籠」 について 〉 

熊本で 5 カ月の大ヒット・ロングラン。その後、 

東京、名古屋、神戸、福岡など、全国で連日満席 

近い人々がつめかける映画がある。 

その映画のタイトルは「骨なし灯籠」 

 

 

 

 

 

(2025 年 5 月 東京「恵比寿ガーデンシネマ」) 

 

 
 

 

山鹿市長 

早田順一 

赤穂市長 

牟礼正稔 



トロント国際女性映画祭・最優秀初監督賞受賞作品 

トロント国際女性映画祭(カナダ)最優秀初監督賞受賞、ロサンゼルス映画賞（アメリカ）最優秀初 

監督賞、最優秀予告編賞、俳優特別賞受賞、チネチッタ国際映画祭（オランダ）招待上映・観客賞 

第３位、あいち国際映画祭招待上映、桃園映画祭（台湾）招待上映。 

海外エアラインでも上映     

ブリティッシュエアウェイズ、ルフトハンザ航空、 

スイス航空、オーストリア航空、オマーン航空、 

JAL（国内線、国際線）でも上映。 

ロケ地は、歴史漂う温泉町 

ロケ地は、熊本県山鹿（やまが）市。江戸時代の宿場町の賑わいを残し、歌舞伎の芝居小屋「八千 

代座」（国指定重要文化財）や和紙とのりだけで作った「山鹿灯籠」など、豊かな温泉に恵まれた 

歴史漂う町。この町に、ひとりの男が辿り着くところから物語が始まる  。 

心を癒す・・・美しい涙と感動の物語 

映画「骨なし灯籠」は❝グリーフケア❞の物語でもあります。今年２月には仙台で上映後、東北大学他

の先生方とのグリーフケアディスカッションを実施。昨年東京で開催したディスカッション（上智

大、東京大、東洋英和女学院大）も併せて「骨なし灯籠 公式チャンネル」（YouTube）でご覧いた

だけます〈〈仙台東京〉グリーフケアディスカッション〉。 

〈姜尚中 熊本県立劇場館長 からのメッセージ〉 

しっとりとした映像と静謐な風景、夜の闇にほんのりと灯る 

山鹿灯籠の数々・・・ 生と死という重いテーマが、これほど深く、 

そして清々しく描かれている映画は稀ではないか。   

                                           熊本県立劇場 館長 姜尚中 

〈牟礼正稔 赤穂市長 （兵庫県） からのメッセージ〉 

姉妹都市の熊本県山鹿市においてオールロケーションがなされた 

映画「骨なし灯籠」が、本市第三セクター「プラット赤穂シネマ」 

で上映されますことを大変嬉しく思っております。 

 この映画は、千年以上の歴史を持つ温泉や夏の風物詩「山鹿灯籠 

まつり」、江戸時代の伝統を受け継ぐ芝居小屋「八千代座」、歴史的 

たたずまいを残す豊前街道の街並みなど、豊富な資源を有する観光 

都市「山鹿市」を舞台に、大切な人を亡くした方に届けたい、美し 

い涙と感動の物語と伺っております。 

 私自身、今年２月に山鹿市を訪問し、街の美しさに大変感銘を受 

けました。再び、スクリーンを通してあの風景が観られると思うと、 

それだけでもとても楽しみです。 

 今回の上映を通じて、両市の絆と交流がさらに深まることを願って 

おります。 

                     赤穂市長 牟礼正稔 

 

 

 

（オランダ「チネチッタ国際映画祭」） 

 



 

〈早田順一 山鹿市長 （熊本県） からのメッセージ〉 

熊本県山鹿市で全編撮影された映画「骨なし灯籠」が、多くの方々 

の共感を集めながら、このたび姉妹都市である赤穂市で初上映を迎え 

ますことを大変嬉しく思います。 

本作品は、大切な人を失った悲しみにそっと寄り添い、人と人との 

つながりや再生の歩みを静かに描いた作品です。今回の上映を通じて、 

本市の風景や日常の中に息づくやさしさが、皆様の心に届くとともに、 

両市の交流がさらに深まることを願っております。 

 

山鹿市長 早田 順一 

 

 

 

 

 

                                                                                                               

人は、ひとりでは生きられません。 

「世捨て人」と自称する人も、ひきこもりの人も、他者との関わりを一切、捨てることは

できません。生きることに興味がなくとも、死んだも同然、であっても、日々の生活は続

きます。不意に訪ねてくる人もあれば、隣人にごみ捨てを注意されたり、すれ違いざま

に、「おはよう」と笑顔を向けられたり。明日を見出すための「きかっけ」「力」「原動

力」は、自分ではない他の誰かから得られるもの。いまそこにある何気ない風景によっ

て、育まれるものではないでしょうか。 

映画「骨なし灯籠」のテーマは、「共生」です。「他者との会話」「環境との共存」を問う

映画です。ほんとうはどう生きたいか、ほんとうの自分は何か。 

明確な答えはでなくとも、きのうとは少し違った明日を迎える・・・  

この映画を観終わったとき、あなたのこころに、小さくとも温かい「灯」が、灯ることを

願います。              

映画「骨なし灯籠」脚本・監督・編集 木庭撫子 

お問合せ先 

熊本やまが映画プロジェクト 0968‐41‐5566 もしくは 090‐3478‐8036（木庭／こば） 

 






